競争的研究費等に関するモニタリング実施要領

〇〇年〇月〇日制定
〇〇株式会社　最高管理責任者


　公的資金による研究を受託するにあたって、官庁の定める「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン(実施基準)」に沿って、不正防止のための自主点検実施のためモニタリング実施要領を定める。

１．対象とする研究課題
当モニタリングの対象取引は以下の通りとする。
　　受託事業名
　　　　例：生研支援センター「スマート農業技術の開発・供給に関する事業」
受託課題名
　　　　例：「〇〇〇に向けた〇〇〇装置の開発」

２．モニタリングの実施方法
　　モニタリング責任者　　〇〇部　（氏名）
　　モニタリング担当者　　〇〇部　（氏名）

３．対象取引とモニタリングでチェックする内容（以下の例を参考に自社で決定願います。）
　（１）消耗品手配・外注委託などの発注・購入取引
　　　　・社内規程に沿った手続きがされているか？（稟議書の日付・承認権限など）
　　　　・納品または検収の計上年月は証憑（納品書など）と一致しているか？
　　　　・物量は適正で過剰な数量ではないか？
　　　　・（現品を確認可能なものは）現品と購入品名・購入数量が一致しているか？
　（２）出張旅費
　　　　・社内規程に沿った手続きがされているか？（出張伺い・出張報告など）
・会議案内に費用の負担が相手方（招聘・招待）との記載はないか？
・旅程（経路や出張期間）は出張目的と照らして適正か？
　　　　・空路や宿泊は実際に搭乗・宿泊したことが確認できるか？（搭乗席が明記されたレシート、宿泊日以降の領収書・レシートや利用証明書）
　　　　・作業日報や工数記録と合致しているか？
　（３）設備・備品の保管
　　　　・現品の保管状態は適正か？
　　　　・必要な管理帳票が貼付されているか？

　以上の内容をチェックリスト＜別紙１＞に沿って確認する。


　４．モニタリングの実施方法
　　・モニタリング責任者は対象者に実施日を通知したうえで、関係資料の整理など必要な準備を求める。対象者は円滑かつ効率的にモニタリングが実施できるよう積極的に協力するものとする。
・モニタリングの対象は対象課題の全取引とする。
（件数が多い場合はサンプルとし、抽出の考え方を明記する）
・モニタリングは取引の都度１か月以内に実施する。
（業務負荷などを勘案し、四半期毎など半期毎など適切に設定する）

５　モニタリング結果
・モニタリング責任者はモニタリング結果を対象部門並びに最高管理責任者に報告する。
　報告書様式は＜別紙２＞に準ずる。
　　・モニタリングにあたって会計処理や記帳内容について疑義がある場合は、経理部門にすみやかに相談する。
・問題点やルールの不備が発見された場合は、最高管理責任者は対象部門に再発防止対策を指示するとともに、他部門でも発生する可能性がある場合はコンプライアンス教育や啓発活動を通じて周知を図り、必要に応じて内部統制・管理体制等の見直しを行う。
　　・（監査役や会計監査人が設置されている場合）問題点・不備については、再発防止策とともに監査役・会計監査人に報告し再発防止策などに関し意見交換を行う。
　　・モニタリングの対象取引とチェック内容は、受託研究における不正リスクの種類・不備等の指摘事項などを勘案して、適宜見直しを行う。


以　上


【以下はサンプルですので自機関のルールに基づきチェック内容等を定めてください】
[image: ]＜別紙１＞
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＜別紙２＞
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image1.emf
購入品・外注チェックリスト

1購入品名・外注内容 養魚飼料３種　10kg ×２袋×３種　計60kg

購入先・委託先 ○○○○株式会社

見積書入手年月日 2025/9/20

稟議書決裁日 2025/9/30

契約・発注日 2025/10/1

納品日・検収日 2025/10/7

納品物の第三者確認

確認者 ○○部　○○○○

確認日 2025/11/1

問題の有無 なし（各１袋は倉庫に保管中）

2購入品名・外注内容

購入先・委託先

見積書入手年月日

稟議書決裁日

契約・発注日

納品日・検収日

納品物の第三者確認

確認者

確認日

問題の有無

3購入品名・外注内容

購入先・委託先


image2.emf
旅費チェックリスト

1 出張者 ○○○○

出張目的 □□研究△△チーム　第３回中間報告会

出張先住所 茨城県つくば市

出張期間 2026/12/2　～　2026/12/3

出張伺い年月日 2026/11/30

招聘・招待の有無 なし

経路が適切か ○（最安経路と思われる）

宿泊の確認証憑 ○（宿泊日以降のホテル発行計算書）

空路搭乗の確認証憑 （空路なし）

勤務記録・日報との整合 ○（日報も研究番号で計上済）

出張報告書提出日 2026/12/13

2 出張者

出張目的

出張先住所

出張期間

出張伺い年月日

招聘・招待の有無

経路が適切か

宿泊の確認証憑

空路搭乗の確認証憑

勤務記録・日報との整合

出張報告書提出日


image3.emf
公的研究費のモニタリング実施報告書（〇年〇月～〇月分）

〇〇社長（最高管理責任者）

対象研究課題 生研支援センターからの受託研究（課題番号：＊＊＊＊＊＊）

モニタリング責任者 〇〇部　主査　〇〇〇〇

実施日 〇〇年〇月〇日（～〇月〇日）

確認した取引 〇〇年〇月～〇月分　購入品・外注費・旅費の全件

確認結果 別紙チェックリストの通り

発見事項のまとめ 出張１件が出張報告書未提出であった。

その他不備事項はなし。

今後の対応策（案） 出張報告書は１週間以内に提出するよう、出張者は提出期日を研究

チームのケジュール表にタスクとして記入し、失念を防止するよう

研究チーム内に徹底するとのこと。


